














飯澤 功（京都市立堀川高校 企画研究部長）  






















































本講演録は、2015 年 9 月 15 日に文部科学省科学技術・学術政策研究所で行われた、京都






編集責任者  ： 文部科学省 科学技術・学術政策研究所 第１調査研究グループ 
問 合 せ先  ： 〒100-0013 東京都千代田区霞ヶ関 3-2-2 
TEL：03-3581-2395  FAX：03-3503-3996 
 
http://doi.org/10.15108/lt306 
ワ ー ク シ ョ ッ プ 概 要 
 
 
演題： 第 1 回 NISTEP 人材政策研究ワークショップ 
 「スーパーサイエンスハイスクール、高大連携で生かす博士力」 
 
講師： 飯澤 功 氏（京都市立堀川高校 教諭，企画研究部長） 
 荒瀬 克己 氏（大谷大学文学部 教授） 
 


















研究科兼総合政策学部 教授）  
＜趣旨・背景説明＞ 
斎藤 尚樹（文部科学省科学技術・学術政策研究所 総務研究官）  
＜フリーディスカッション「スーパーサイエンスハイスクール校で生きる博士力」＞ 
講師：飯澤 功（京都市立堀川高校 教諭，企画研究部長） 
荒瀬 克己（大谷大学文学部文学部 教授） 
＜閉会挨拶＞ 
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講師略歴： 





荒瀬 克己（大谷大学文学部 教授） 
1953 年京都府生まれ。京都市立伏見工業高校・堀川高校の国語科教諭，京都市教育委
員会指導主事を経て、1998 年 4 月堀川高等学校教頭、2003 年 4 月同校校長となる。「課
題探求型学習」の実践において博士教員の採用を推進し、国公立大学等への現役合格
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藤井 大輔 （東京都教育庁中部学校経営支援センター支所長）   
栗原 峰夫 （横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校校長） 
 
 








































































































































既に 20 大学にパイロット事業へ参画いただき、システム作りが進んでいるところです。 
 もうひとつの取組は、過去の博士人材がどう活躍しているかを見る必要があるだろうと













































































































































































































































































































































































































































































































ニング、もう 1 つは、カリキュラム・マネジメント。 
 カリキュラム・マネジメントというときに、カリキュラムというのをどのように受け取






























































 そうこうしている中で、1999 年に入学した生徒たちが 3 年生になった年、2002 年度から
始まるスーパーサイエンスハイスクールの募集があって、そのときに応募するかどうか迷












































































ただ、採用試験を受けてほしいというのは当然と思います。SSH は当初 3 年間でしたが、
私たちからすると、SSH というのは高等学校のレベルで考えると破格の研究指定ですね。


















































































































































































































































いるのですが、10 人の生徒に対して 2 人の教員。理系の場合は、更にそこに 2 人の TA さ
んが入ります。つまり、2.5 人ぐらいですかね。これを 3 曜日、火、水、木と 2 時間でや
っていますので、それで 80 人、80 人、80 人の 240 人がやっている授業です。つまり、延


















ています。もっと言うと、外国の TA というのは、CV に書くことで非常に高い評価を受け
ます。経験があることがキャリアに生きてくるのです。日本はそういうふうにはまだなっ
ていないのですが、大学の中で TA を経験している学生は、現場の高校に行っても十分でき
ると思います。また、私の研究室の博士課程の学生の 8 割か 9 割は、小・中・高のいろい























































































































































































































 まず私の方からは、SSH でお世話になっている学校が東京には 5 校あります。それぞれ











































































































げました。6 分野の中でゼミを 30 ぐらい立ててやっております。そこにある程度大学の先
生方に付いていただく。そうすると、TA が来るチャンスがありますので、もともとそうい
う仕組みを作っていたということがあります。 













 そこで作ってくれたのが特別非常勤講師という制度です。2 年、3 年の課題研究を見る。
更に国際オリンピックに何とかチャレンジさせたいと、そういう生徒たちに対するスポッ
ト的な指導をする。そういったものも時間に含めた形で採用してもらうという枠を 2 つの
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